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１．講演論文集の印刷方法について 

講演論文集は、提出された原稿 1 枚を 1 ページ分として，縮小せずに A4 判（210 ㎜×295

㎜）の大きさでオフセット印刷します． 

 

２．原稿のレイアウトについて 

原稿見本 1または 2を参照して下さい． 

 

３．原稿の用紙サイズについて 

A4 判（210 ㎜×295 ㎜）の白紙を使用して，原稿見本 1・2および以下の事項を参考にして

作成して下さい． 

 

４．表題，氏名，勤務先について 

・ 表題は，12 ポイントのゴシック体を使用し，1ページ目の上中央に記入して下さい． 

・ 副題は，10 ポイントのゴシック体を使用し，先端と後端には全角―(ダッシュ)を付記し 

てください. 

・ 氏名の右には所属を丸括弧で囲んで略記(原則として 8 文字以内)し，左には会員資格を

記入して下さい． 

また，連名の場合は講演発表者の前に＊印を付けて下さい． 

 

５．本文について 

・ 文章は 2段組とし，中央に 5～10mm の空白を設けて下さい． 

・ 文字は 9 ポイントの使用を標準として下さい．やむを得ない場合は 10 ポイントの使用も

可とします． 

・ 原稿見本 1の通り，50 字 61 行（1行 4㎜）での作成をお薦めしますが，原稿用紙 1ペー

ジ当りの字数が変化する場合には，原稿の長さに応じて使用する活字のポイント，文字

間隔，行間隔および中央の空白を設定して下さい． 

 

６．参考文献について 

・ 引用した文献は，原稿の末尾にまとめて記載し，記載形式は以下のようにして下さい． 

① 雑誌の場合 ⇒文献番号）著者名[筆頭者姓名のみ]：雑誌名，第＊号（西暦発行年）， 

開始ページ（巻は太字にするかまたはアンダーラインを付ける） 

② 前刷集の場合⇒文献番号）著者名[筆頭者姓名のみ]：前刷集名，巻（1巻のみの場 

合は不要）（西暦発行年），開始ページ 

 

７．その他 

・ 規程ページ数は 2ページとし，超過は認めません． 

・ 原稿順序は，用紙の右上の余白に，1/2，2/2 と青色鉛筆で記入して下さい． 

・ 本文を英文で記述する場合でも，前述の 4項に従って表題，氏名，所属には邦文も併記 

して下さい． 

  ・ 原稿の印刷出力は「濃い目」でお願いします． 

以上 
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